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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第99期

第２四半期連結
累計期間

第100期
第２四半期連結
累計期間

第99期

会計期間

自2018年
　 4月 1日
至2018年
　 9月30日

自2019年
　 4月 1日
至2019年
　 9月30日

自2018年
　 4月 1日
至2019年
　 3月31日

売上高 （千円） 6,916,157 6,742,302 14,507,029

経常利益 （千円） 312,015 249,238 806,827

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 91,968 71,764 409,836

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 45,932 143,474 139,637

純資産額 （千円） 7,953,444 7,861,976 8,046,856

総資産額 （千円） 14,767,186 14,330,001 14,746,043

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 27.56 21.81 122.86

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 48.4 48.3 48.3

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 448,438 430,857 946,934

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △369,231 △370,384 △589,389

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） △191,835 △68,188 △302,094

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高
（千円） 1,764,636 1,920,707 1,943,659

 

回次
第99期

第２四半期連結
会計期間

第100期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自2018年
　 7月 1日
至2018年
　 9月30日

自2019年
　 7月 1日
至2019年
　 9月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 15.49 31.10

　（注）１．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、当第２四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４ 経理の状況 

１ 四半期連結財務諸表 注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 　当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1)財政状態及び経営成績の状況

 ①経営成績

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用・所得環境の改善は続いておりますが、米中間の貿

易摩擦激化や海外経済の減速に加え、消費増税による消費の低迷や節約志向の高まりが懸念され、依然として

先行き不透明な状況が続いております。

　染色加工業界におきましては、原材料価格の高騰をはじめ、労働力不足に伴う物流費の上昇により製造コス

トの増大が続いております。とりわけ染料は中国における染料工場の爆発事故や環境規制の影響により価格の

高騰が続き、収益を圧迫する厳しい状況が続いております。

　このような状況のもと、当社グループは染色加工事業にて、加工料部門では国内で引き続き加工料金の見直

し、取引慣行の適正化、コスト削減に注力し、海外ではインドネシア子会社で安定した国内消費を背景に需要

を取り込み、タイ国子会社では再建のため生産性の向上、品質改善を進めております。その一方で、染色周辺

の事業拡大に向けて、縫製品販売事業、テキスタイル販売で新規開拓に努め、保育サービス事業で収益改善に

尽力し、機械販売事業で販路拡大を図り、洗濯事業では商量増加に取り組んでまいりました。

　しかし、当第２四半期連結累計期間においては、これらの施策を進めている途上にあり、売上高は6,742百

万円（前年同期比2.5％減、173百万円減）となり、営業利益は257百万円（前年同期比4.5％減、12百万円

減）、経常利益は249百万円（前年同期比20.1％減、62百万円減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は71

百万円（前年同期比22.0％減、20百万円減）となりました。

 セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

　なお、当第２四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較に

ついては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較分析しております。

ａ.染色加工事業

　染色加工事業は、売上高は5,159百万円（前年同期比1.8％減、95百万円減）となり、営業利益は191百万円

（前年同期比14.2％減、31百万円減）となりました。

染色加工事業における部門別（加工料部門、テキスタイル販売部門）の業績は次のとおりであります。

（加工料部門）

　国内では、織物加工におきましては、ユニフォームや産業資材用途向けの非衣料分野の受注は堅調に推移し

ましたが、市況の低迷により定番商品の受注が伸びず減収となりました。編物加工では、採算重視の施策によ

り前期と比べ生産量を減らし減収となりましたが、生産現場での改善を一層進め、収益性向上に努めておりま

す。

　海外では、インドネシア子会社は、４月に行われた大統領選挙の先行き不透明感から市況が冷え込み、売上

数量を伸ばせず前年並みの売上高となりました。タイ国子会社では中国製品など安価な輸入品との競争激化に

より減収となりました。

　これらの結果、加工料部門の売上高は4,119百万円（前年同期比4.5％減、192百万円減）となりました。

（テキスタイル販売部門）

　国内は、カジュアル用途商品の販売が低迷するなか、ユニフォームの受注が好調に推移し、増収となりまし

た。海外では、インドネシア子会社で日本向け販売が落ち込み微減収となりましたが、タイ国子会社では高単

価である複合液流商品の受注増加により大幅な増収となりました。

　これらにより、テキスタイル販売部門の売上高は1,039百万円（前年同期比10.4％増、97百万円増）となり

ました。

ｂ.縫製品販売事業

　縫製品販売事業は、ユニフォームやイベント関連商品など実衣料以外の受注強化に努めましたが、量販店向

けの販売が大きく落ち込み、売上高は188百万円（前年同期比43.3％減、144百万円減）、営業損失は８百万円

（前年同期は営業利益０百万円）となりました。

ｃ.保育サービス事業

　保育サービス事業は、主力の企業内保育の条件改定が奏功したことに加え、原価管理の徹底により収益性が

大幅に改善されました。その結果、売上高は1,281百万円（前年同期比5.2％増、62百万円増）、営業利益は51

百万円（前年同期比563.1％増、43百万円増）となりました。
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ｄ.倉庫事業

　倉庫事業は、新規客先との取引数量を伸ばしましたが、ニット製品の取扱量減少により売上高は120百万円

（前年同期比0.9％減、１百万円減）、営業損失は３百万円（前年同期は営業利益４百万円）となりました。

ｅ.機械販売事業

　機械販売事業は、海外向けに濃度制御装置をはじめとした大型の染色加工関連設備の売上を伸ばしたことに

より売上高は154百万円（前年同期比107.7％増、80百万円増）、営業利益は34百万円（前年同期比24.8％増、

６百万円増）となりました。

ｆ.その他事業

　当セグメントには、洗濯事業、不動産賃貸事業が含まれております。洗濯事業においては、旺盛な需要を背

景に積極的な受注活動を行い、商量を増加させ増収となりました。

　この結果、その他事業における売上高は121百万円（前年同期比2.5％増、３百万円増）となり、営業利益は

37百万円（前年同期比36.1％増、９百万円増）となりました。

 

 ②財政状態

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、14,330百万円（前連結会計年度末比2.8％減、416百万円

減）となりました。これは主に受取手形及び売掛金の減少666百万円、商品及び製品の増加99百万円、その他

流動資産の増加124百万円等によるものです。

　負債は、6,468百万円（前連結会計年度末比3.5％減、231百万円減）となりました。これは主に支払手形及

び買掛金の減少93百万円、電子記録債務の減少190百万円、短期借入金の減少170百万円、長期借入金の増加

360百万円等によるものです。

　純資産は、7,861百万円（前連結会計年度末比2.3％減、184百万円減）となりました。これは主に親会社株

主に帰属する四半期純利益の計上による増加71百万円、自己株式の取得による減少100百万円、配当金の支払

による減少150百万円、投資有価証券の時価評価に伴うその他有価証券評価差額金の減少47百万円、為替換算

調整勘定の増加20百万円、非支配株主持分の増加16百万円等によるものです。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、営業活動により430百万円の増加、投

資活動により370百万円の減少、財務活動により68百万円の減少となった結果、1,920百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益224百万円の計上、減価償却費238百万円、売上債権の減少668百万円、仕入債務

の減少285百万円等により、430百万円の収入（前年同期は448百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　有形固定資産の取得による支出367百万円等により、370百万円の支出（前年同期は369百万円の支出）とな

りました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の純減少額280百万円、長期借入れによる収入750百万円、長期借入金の返済による支出280百万

円、自己株式の取得による支出100百万円、配当金の支払額150百万円等により、68百万円の支出（前年同期は

191百万円の支出）となりました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において重要な変更及び新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はあり

ません。

 

(4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、25百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 
 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2019年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2019年11月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,614,252 3,614,252

東京証券取引所

(市場第一部)

名古屋証券取引所

(市場第一部)

単元株式数は100株

であります。

計 3,614,252 3,614,252 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年７月１日～

2019年９月30日
－ 3,614,252 － 4,300,000 － 1,075,000
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（５）【大株主の状況】

  2019年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２の１ 165 5.10

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７の１ 142 4.38

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町２丁目11の３ 117 3.61

日清紡ホールディングス株式会社 東京都中央区日本橋人形町２丁目31の11 116 3.57

稲畑産業株式会社 大阪市中央区南船場１丁目15の14 115 3.56

長瀬産業株式会社 東京都中央区日本橋小舟町５の１ 115 3.56

八代興産株式会社 愛知県清須市西枇杷島町子新田１番地２ 110 3.39

八代芳明 名古屋市瑞穂区 106 3.27

八代和彦 兵庫県西宮市 104 3.21

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 東京都新宿区西新宿１丁目26の１ 77 2.38

計 － 1,170 36.03

 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

－ －
普通株式 366,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,224,200 32,242 －

単元未満株式 普通株式 23,952 － －

発行済株式総数  3,614,252 － －

総株主の議決権  － 32,242 －

（注）１．「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株(議決権5個)含まれて

おります。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式4株が含まれております。
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②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

(自己保有株式)

東海染工株式会社

愛知県清須市西枇杷島町

子新田１番地の２
366,100 － 366,100 10.13

計 － 366,100 － 366,100 10.13

 

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1）退任役員

役職名 氏名 退任年月日

代表取締役
社長

古澤　秀充 2019年９月22日

 

(2）役職の異動

新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

代表取締役
社長

取締役 グループ技術担当
染色加工事業本部長 岐阜
事業所長

鷲　裕一 2019年９月24日

 

(3）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性　8名　女性　－名（役員のうち女性の比率－％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,079,755 2,061,351

受取手形及び売掛金 3,473,996 2,807,515

商品及び製品 192,636 292,302

仕掛品 340,313 342,127

原材料及び貯蔵品 416,997 372,221

その他 109,039 233,692

貸倒引当金 △82,700 △80,435

流動資産合計 6,530,038 6,028,775

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,478,111 1,480,761

機械装置及び運搬具（純額） 2,247,235 2,231,226

土地 1,789,904 1,799,327

建設仮勘定 26,200 93,065

その他（純額） 297,265 361,938

有形固定資産合計 5,838,718 5,966,319

無形固定資産   

その他 90,689 91,345

無形固定資産合計 90,689 91,345

投資その他の資産   

投資有価証券 1,919,144 1,850,254

繰延税金資産 51,627 51,134

その他 318,997 345,344

貸倒引当金 △3,172 △3,172

投資その他の資産合計 2,286,596 2,243,560

固定資産合計 8,216,005 8,301,225

資産合計 14,746,043 14,330,001
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2019年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 936,781 843,390

電子記録債務 859,130 668,943

短期借入金 910,000 740,000

未払法人税等 93,846 54,245

賞与引当金 166,290 119,585

その他 1,127,358 1,076,313

流動負債合計 4,093,406 3,502,478

固定負債   

長期借入金 975,000 1,335,000

役員退職慰労引当金 22,328 23,834

退職給付に係る負債 1,014,837 975,661

資産除去債務 42,951 43,437

その他 550,663 587,612

固定負債合計 2,605,780 2,965,546

負債合計 6,699,187 6,468,024

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,300,000 4,300,000

資本剰余金 1,400,120 1,400,120

利益剰余金 2,495,970 2,417,640

自己株式 △497,448 △597,707

株主資本合計 7,698,641 7,520,053

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 384,254 336,425

為替換算調整勘定 △892,954 △872,321

退職給付に係る調整累計額 △64,813 △60,012

その他の包括利益累計額合計 △573,512 △595,909

非支配株主持分 921,728 937,831

純資産合計 8,046,856 7,861,976

負債純資産合計 14,746,043 14,330,001
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

売上高 6,916,157 6,742,302

売上原価 5,785,902 5,650,481

売上総利益 1,130,254 1,091,821

販売費及び一般管理費 ※ 860,571 ※ 834,173

営業利益 269,683 257,647

営業外収益   

受取利息 4,102 7,117

受取配当金 29,317 30,748

為替差益 36,949 －

雑収入 10,216 17,296

営業外収益合計 80,585 55,162

営業外費用   

支払利息 8,081 8,969

為替差損 － 23,097

雑支出 30,172 31,504

営業外費用合計 38,253 63,571

経常利益 312,015 249,238

特別利益   

投資有価証券売却益 1,353 －

特別利益合計 1,353 －

特別損失   

社葬費用 － 24,434

特別損失合計 － 24,434

税金等調整前四半期純利益 313,369 224,803

法人税、住民税及び事業税 92,500 44,440

法人税等調整額 16,536 17,666

法人税等合計 109,037 62,107

四半期純利益 204,331 162,696

非支配株主に帰属する四半期純利益 112,362 90,931

親会社株主に帰属する四半期純利益 91,968 71,764
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

四半期純利益 204,331 162,696

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △5,444 △47,829

為替換算調整勘定 △168,140 26,593

退職給付に係る調整額 15,185 2,014

その他の包括利益合計 △158,398 △19,221

四半期包括利益 45,932 143,474

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 22,087 66,131

非支配株主に係る四半期包括利益 23,845 77,343
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 313,369 224,803

減価償却費 230,978 238,934

社葬費用 － 24,434

投資有価証券売却損益（△は益） △1,353 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △37,139 △51,955

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,269 △2,315

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,187 △46,705

受取利息及び受取配当金 △33,419 △37,865

支払利息 8,081 8,969

為替差損益（△は益） △26,768 12,451

有形固定資産廃棄損 19,956 10,986

売上債権の増減額（△は増加） 442,678 668,788

たな卸資産の増減額（△は増加） △111,219 △53,775

仕入債務の増減額（△は減少） △96,557 △285,984

未払費用の増減額（△は減少） △57,844 △80,937

その他 △72,889 △125,405

小計 551,413 504,426

利息及び配当金の受取額 33,418 37,865

利息の支払額 △8,017 △9,077

法人税等の支払額 △128,375 △77,926

社葬費用の支払額 － △24,430

営業活動によるキャッシュ・フロー 448,438 430,857

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △361 △956

投資有価証券の取得による支出 △29,999 －

投資有価証券の売却による収入 31,346 －

有形固定資産の取得による支出 △353,810 △367,977

無形固定資産の取得による支出 △16,529 △3,667

その他の支出 △4,855 △9,972

その他の収入 4,978 12,189

投資活動によるキャッシュ・フロー △369,231 △370,384

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △250,000 △280,000

長期借入れによる収入 600,000 750,000

長期借入金の返済による支出 △257,500 △280,000

セール・アンド・リースバックによる収入 48,466 158,448

自己株式の取得による支出 △473 △100,258

リース債務の返済による支出 △118,861 △87,736

配当金の支払額 △150,120 △150,093

非支配株主への配当金の支払額 △63,487 △79,359

その他 141 811

財務活動によるキャッシュ・フロー △191,835 △68,188

現金及び現金同等物に係る換算差額 △19,852 △15,236

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △132,480 △22,952

現金及び現金同等物の期首残高 1,897,116 1,943,659

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,764,636 ※ 1,920,707
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　　保証債務

次の関係会社について、L/C取引及び金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

前連結会計年度
（2019年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2019年９月30日）

㈱東海トレーディング（L/C連帯保証他） 60,000千円 ㈱東海トレーディング（L/C連帯保証他） 60,000千円

㈱東海トレーディング（借入債務） 40,000千円 ㈱東海トレーディング（借入債務） 40,000千円

計 100,000千円 計 100,000千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
　　至 2018年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
　　至 2019年９月30日）

役員報酬 128,204千円 127,475千円

従業員給料手当 303,718千円 321,451千円

賞与引当金繰入額 27,647千円 18,452千円

退職給付費用 5,868千円 5,333千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,235千円 1,506千円

貸倒引当金繰入額 △1,170千円 △2,210千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとおりで

あります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年９月30日）

現金及び預金勘定 1,941,323千円 2,061,351千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △176,686千円 △140,644千円

現金及び現金同等物 1,764,636千円 1,920,707千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日　至2018年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月９日

取締役会
普通株式 150,120 45円 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2019年４月１日　至2019年９月30日）

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月９日

取締役会
普通株式 150,093 45円 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2018年４月１日 至2018年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 染色加工
縫製品
販売

保育
サービス

倉庫 機械販売 計

売上高           

外部顧客へ

の売上高
5,223,220 325,272 1,218,097 5,552 40,842 6,812,986 103,171 6,916,157 － 6,916,157

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

31,655 7,590 － 116,234 33,552 189,033 15,601 204,634△204,634 －

計 5,254,876 332,863 1,218,097 121,787 74,394 7,002,019 118,772 7,120,792△204,634 6,916,157

セグメント

利益
223,014 700 7,808 4,473 27,889 263,887 27,379 291,267 △21,584 269,683

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであるシステム事業、洗濯事業

及び、付随事業である不動産賃貸事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△21,584千円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2019年４月１日 至2019年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

         （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 染色加工
縫製品
販売

保育
サービス

倉庫 機械販売 計

売上高           

外部顧客へ

の売上高
5,131,272 182,280 1,281,083 17,478 27,044 6,639,159 103,142 6,742,302 － 6,742,302

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高

28,465 6,527 － 103,225 127,500 265,718 18,647 284,365△284,365 －

計 5,159,737 188,808 1,281,083 120,703 154,544 6,904,877 121,790 7,026,668△284,365 6,742,302

セグメント利

益又は損失

（△）

191,445 △8,947 51,784 △3,447 34,815 265,650 37,268 302,918 △45,271 257,647

（注）１　「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであるシステム事業、洗濯事業

及び、付随事業である不動産賃貸事業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失(△)の調整額△45,271千円は、セグメント間取引消去であります。

３　セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第２四半期連結会計期間から、「その他」に含まれていた「機械販売事業」について量的な重要性が増した

ため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの区分に

基づき作成したものを開示しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2019年４月１日
至　2019年９月30日）

１株当たり四半期純利益 27円56銭 21円81銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 91,968 71,764

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
91,968 71,764

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,335 3,289

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2019年11月７日

東海染工株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂井　俊介　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 水谷　洋隆　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東海染工株式会

社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2019年７月１日から2019年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書

及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東海染工株式会社及び連結子会社の2019年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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